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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シート束を折り処理した折りシート束を積載する積載手段と、
　前記積載手段に前記折りシート束の折目を先頭にして排出する排出手段と、
　前記積載手段に排出された折りシート束をシート束排出方向下流または上流に移送する
ための移送手段と、
　を有し、
　前記積載手段へ折りシート束を排出するときに、前記積載手段に既に排出されている既
積載折りシート束の排出方向上流端部が前記積載手段に排出される後続折りシート束の排
出方向下流端よりも上流に位置するように前記後続折りシート束のシート情報に応じて前
記既積載折りシート束を前記移送手段によりシート排出方向上流に移送することを特徴と
するシート処理装置。
【請求項２】
　前記折りシート束の折目に沿って折り部材を移動させて折目処理をする折目処理手段を
有することを特徴とする請求項１記載のシート処理装置。
【請求項３】
　前記移送手段は、前記折目処理手段が動作するときは、前記既積載折りシート束を前記
折り部材と干渉しない第１積載位置に移送し、前記排出手段が折りシート束を排出すると
きは、前記既積載折りシート束を前記第１積載位置よりも排出方向上流の、前記シート情
報に応じて決定される第２積載位置へ移送することを特徴とする請求項２記載のシート処
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理装置。
【請求項４】
　前記第１積載位置における前記既積載折りシート束の排出方向上流側端部は、前記折り
部材の動作領域よりも排出方向下流に位置することを特徴とする請求項３記載のシート処
理装置。
【請求項５】
　前記移送手段は、前記折り部材の動作が終了した後、前記既積載折りシート束を前記第
２積載位置へ移送することを特徴とする請求項３又は請求項４に記載のシート処理装置。
【請求項６】
　前記排出手段により排出される折りシート束は、その折目が前記第２積載位置にある前
記既積載折りシート束の排出方向上流端部に重なって積載されることを特徴とする請求項
３乃至請求項５のいずれか１項に記載のシート処理装置。
【請求項７】
　前記折りシート束を積載する積載手段は、シート排出方向下流側が上流側よりも鉛直方
向上方となる傾斜面を有することを特徴とする請求項６記載のシート処理装置。
【請求項８】
　前記シート情報は、前記折りシート束を構成するシートの排出方向のサイズであり、前
記既積載折りシート束の前記第１積載位置から前記第２積載位置への移送量は、前記シー
ト情報により決定することを特徴とする請求項３乃至請求項７のいずれか１項に記載のシ
ート処理装置。
【請求項９】
　前記シート情報は、前記折りシート束を構成するシートの剛度であり、前記既積載折り
シート束の前記第１積載位置から前記第２積載位置への移送量は、前記シート情報により
決定することを特徴とする請求項３乃至請求項７のいずれか１項に記載のシート処理装置
。
【請求項１０】
　前記シート情報は、前記折りシート束を構成するシートの厚さであり、前記既積載折り
シート束の前記第１積載位置から前記第２積載位置への移送量は、前記シート情報により
決定することを特徴とする請求項３乃至請求項７のいずれか１項に記載のシート処理装置
。
【請求項１１】
　シートに画像を形成する画像形成手段と、前記画像形成されたシートを束にして折り処
理して排出するシート処理装置を有する画像形成装置において、
　前記シート処理装置として、請求項１乃至請求項１０のいずれか１項に記載のシート処
理装置を備えたことを特徴とする画像形成装置。
【請求項１２】
　検知手段により検知したシート情報により、または、入力手段から入力されたシート情
報により、前記折りシート束のシート種類を判別するシート種類判別手段を備えたことを
特徴とする請求項１１記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シート束を中折りして排出するシート処理装置及びこれを備えた複写機、レ
ーザービームプリンタ等の画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、画像形成済みのシートを収納トレイにて複数枚整合して、その中央付近を綴じ処
理した後、そのシート束を中央部付近で２つ折り処理し、その折り部を先にして、下方の
排出トレイに向けて排出し、中綴じ製本するシート処理装置がある。このようなシート処
理装置にあっては、２つ折りしたシート束の折目を更に強化するため、２つ折り処理後に
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さらに折目強化処理を行うものもある。
【０００３】
　上記２つ折り処理及び折目強化処理を行うシート処理装置として、例えば特許文献１に
開示されているものがある。これは、図19及び図20に示すように、先ず集積部70で複数枚
のシートを整合した後、その搬送方向中央部を針綴じする。そして、針綴じしたシート束
Ｔを、針綴じ部を先頭にして２つ折りするように第１折りローラ対71に通すことで２つ折
り処理する。次に折り処理後の折り部に対し、第１折りローラ対71とは別の第２折りロー
ラ（プレスローラ）72でニップし、この状態で第２折りローラ72をシート束Ｔの折目方向
（搬送方向に対して直交方向）に移動させることで折目を強化する。その後、折目強化処
理された折りシート束を、第１折りローラ対71によりトレイ73に排出する。
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１８２９２８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記のシート処理装置では、トレイ73に収容された折りシート束の後端は、折目強化処
理のために折目方向に移動する第２折りローラ72との干渉を避けるべく、この動作領域外
（搬送方向下流位置）でなければならない。しかしながら、トレイ73を第２折りローラ72
から大きく離した位置に設置すると、次の折りシート束を排出する第１折りローラ対71と
の間隔が広くなってしまう。この場合、排出される折りシート束の先端が垂れ易くなり、
排出される折りシート束の先端がトレイ73に収容された折りシート束の後端に引っかかる
おそれがある。このため、シート詰まり、積載不良、シート折れなどの問題を引き起こす
おそれがある。
【０００６】
　そこで、トレイ73上に収容された折りシート束を、次の折りシート束排出時に排出方向
上流側に移動させ、既にトレイ73に収容された折りシート束上に次に排出される折りシー
ト束先端が積載されるようにする方法も提案されている。
【０００７】
　しかし、上記積載方法の場合、既収容折りシート束のすべてが均一に上流側に移動しな
いと、瓦積み状の積載が崩れ、シートの種類によっては、折りシート束の開放端（後端）
が開いてしまい、その中に次のシート束が入り込む可能性がある。このため、積載性を保
つためには移動させる量に制限があった。
【０００８】
　本発明は上記点に鑑みてなされたものであり、その目的は、シートの種類が異なる場合
でも、確実に積載排出可能なシート処理装置及びこれを備えた画像形成装置を提供するも
のである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するための本発明における代表的な手段は、シート束を折り処理した折
りシート束を積載する積載手段と、前記積載手段に前記折りシート束の折目を先頭にして
排出する排出手段と、前記積載手段に排出された折りシート束をシート束排出方向下流ま
たは上流に移送するための移送手段と、を有し、前記積載手段へ折りシート束を排出する
ときに、前記積載手段に既に排出されている既積載折りシート束の排出方向上流端部が前
記積載手段に排出される後続折りシート束の排出方向下流端よりも上流に位置するように
前記後続折りシート束のシート情報に応じて前記既積載折りシート束を前記移送手段によ
りシート排出方向上流に移送することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明にあっては、積載手段に積載された折りシート束の後端位置がシートの種類に応
じて決定されるために、折りシート束の先端が垂れながら排出される場合であっても、ス
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ムーズな積載動作が可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　次に本発明の一実施形態に係るシート処理装置及びこれを備えた画像形成装置について
、図面を参照して説明する。
【００１２】
　〔第１実施形態〕
　図１は第１実施形態に係るシート処理装置を備えた画像形成装置である複写機の断面説
明図であり、図２はシート処理装置の断面説明図である。
【００１３】
　（全体構成）
　本実施形態の画像形成装置としての複写機1000は、図１に示すように、原稿給送部100
、イメージリーダ部200及び画像形成装置本体であるプリンタ部300、折り処理部400、フ
ィニッシャ500、中綴じ製本部800（図２参照）、インサータ900等を有する。上記折り処
理部400、中綴じ製本部800、インサータ900等は、オプションとして装備することができ
る。
【００１４】
　図１を参照して、原稿給送部100のトレイ1001上には、ユーザから見て正立状態で、且
つ、フェイスアップ状態（画像が形成されている面が上向きの状態）で原稿がセットされ
ているものとし、原稿の綴じ位置は、原稿の左端部に位置するものとする。トレイ1001上
にセットされた原稿は、原稿給送部100により先頭ページから順に１枚ずつ左方向（図の
矢印方向）、即ち、綴じ位置を先端にして搬送される。そして、更に該原稿は、湾曲した
パスを介してプラテンガラス102上を左方向から右方向へ搬送され、その後、排出トレイ1
12上に排出される。なお、この際、スキャナユニット104は、所定の位置に保持された状
態にあり、該スキャナユニット104上を原稿が左から右へと通過することにより原稿の読
取処理が行われる（原稿流し読み）。
【００１５】
　原稿がプラテンガラス102上を通過する際、該原稿は、スキャナユニット104のランプ10
3により照射され、その原稿からの反射光がミラー105，106，107、レンズ108を介してイ
メージセンサ109に導かれる。
【００１６】
　なお、原稿給送部100により搬送した原稿をプラテンガラス102上に一旦停止させ、その
状態でスキャナユニット104を左から右へと移動させることにより原稿の読取処理を行う
こともできる（原稿固定読み）。原稿給送部100を使用しないで原稿の読み取りを行わせ
る場合、ユーザは、原稿給送部100を持ち上げ、プラテンガラス102上に原稿をセットする
。この場合、上述した原稿固定読みが行なわれる。
【００１７】
　イメージセンサ109により読み取られた原稿の画像データは、所定の画像処理が施され
て露光制御部110へ送られる。露光制御部110は、画像信号に応じたレーザ光を出力する。
このレーザ光出力により、静電記録方式を用いた画像形成手段により画像が形成される。
【００１８】
　すなわち、前記レーザ光は、ポリゴンミラー110ａにより走査されながら感光体ドラム1
11上に照射され、感光体ドラム111上には走査されたレーザ光に応じた静電潜像が形成さ
れる。
【００１９】
　感光体ドラム111上に形成された静電潜像は、現像器113により現像され、トナー像とし
て可視化される。一方、記録シートは、カセット114，115、手差し給送部125、両面搬送
パス124の何れかから転写部116へ搬送される。そして、可視化されたトナー像が転写部11
6において記録シートＰに転写される。転写後の記録シートは、定着部177にて定着処理が
施される。
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【００２０】
　そして、定着部177を通過した記録シートをフラッパ121により一旦パス122に導き、記
録シートの後端がフラッパ121を抜けた後に、スイッチバックさせ、フラッパ121により排
出ローラ118へ搬送する。そして、排出ローラ118により該記録シートをプリンタ部300か
ら排出する。これによりトナー像が形成された面を下向きの状態（フェイスダウン）でプ
リンタ部300から排出できる（反転排出）。
【００２１】
　上述したように、フェイスダウンで記録シートを機外に排出する。これにより、先頭ペ
ージから順に画像形成処理を行う場合、例えば、原稿給送部100を使用して画像形成処理
を行う場合や、コンピュータからの画像データに対する画像形成処理を行う場合にページ
順序を揃えることができる。
【００２２】
　また、シートの両面に画像形成処理を行う場合は、シートを定着部177からまっすぐ排
出ローラ118方向へと導き、シートの後端がフラッパ121を抜けた直後にシートをスイッチ
バックし、フラッパ121により両面搬送パスへと導く。
【００２３】
　（折り処理部及びフィニッシャ）
　次に、折り処理部400及びフィニッシャ500の構成について、図１及び図２を参照して説
明する。
【００２４】
　折り処理部400は、プリンタ部300から排出されたシートを導入し、フィニッシャ500側
に導くための搬送パス131を有する。搬送パス131上には、搬送ローラ対130及び133が設け
られている。また、搬送ローラ対133の近傍に設けられた切替フラッパ135は、搬送ローラ
対130により搬送されたシートを折りパス136またはフィニッシャ500側に導くためのもの
である。
【００２５】
　シートの折り処理を行う場合、切替フラッパ135を折りパス136側に切り替え、シートを
折りパス136に導く。折りパス136に導かれたシートは、折りローラまで搬送され、Ｚ型に
折り畳まれる。一方、折り処理を行わない場合は、切替フラッパ135をフィニッシャ側500
に切り替え、プリンタ部300から排出されたシートを、搬送パス131を介して直接送り込む
。
【００２６】
　折りパス136を搬送されたシートは、ストッパ137に先端を突き当てることで形成される
ループが、折りローラ140，141により折られる。この折り曲げ部を、上方のストッパ143
に突き当てることで形成された部ループを、折りローラ141，142により更に折ることで、
シートはＺ折りされる。このＺ折りシートは、搬送パス145を介して搬送パス131に送られ
、搬送ローラ対133によりシート搬送方向下流側（以下、単に「下流側」という）に付設
されたフィニッシャ500に排出される。なお、折り処理部400による折り処理動作は選択的
に行われる。
【００２７】
　フィニッシャ500は、折り処理部400を介して搬送されたプリンタ部300からのシートを
取り込み、取り込んだ複数のシートを整合して、１つのシート束として束ねる処理を行う
。また、フィニッシャ500は、シート束の後端側をステイプルするステイプル処理（綴じ
処理）、ソート処理、ノンソート処理等のシートの処理を行うためのものである。
【００２８】
　図２に示すように、フィニッシャ500は、折り処理部400を介して搬送されたシートを装
置内部に取り込むための搬送パス520があり、この搬送パス520には複数の搬送ローラ対が
設けられている。
【００２９】
　搬送パス520の途中にはパンチユニット530が設けられており、パンチユニット530は必
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要に応じて動作を行い、搬送されるシートの後端部に穴あけ（穿孔）処理を行う。
【００３０】
　搬送パス520の終端に設けられたフラッパ513は、下流側に繋がれた上排出パス521と下
排出パス522とに経路を切り替えるものである。上排出パス521は、上スタックトレイへの
排出を行う。一方、下排出パス522は、処理トレイ550への排出を行う。処理トレイ550に
排出されるシートは順次整合処理されながら束状に収容され、プリンタ部300に設けられ
た操作部1（図5）からの設定に応じて、仕分け処理やステイプル処理が行われ、その後、
束排出ローラ対551によりスタックトレイ700，701に排出される。
【００３１】
　なお、上記したステイプル処理はステイプラ560により行われるものであり、ステイプ
ラ560はシート幅方向に移動可能となっており、シートの任意の位置にステイプルするこ
とができる。
【００３２】
　（中綴じ製本部）
　次に、中綴じ製本部800の構成を説明する。前記下排出パス522の途中に設けられた切替
フラッパ514により、右側に切り替えられたシートは、図２に示すサドル排出パス523を通
過して、中綴じ製本部800へ送られる。シートはサドル入口ローラ対801に受け渡され、サ
イズに応じてソレノイドにより動作するフラッパ802により搬入口を選択されて、中綴じ
製本部800の収納ガイド803内に搬入される。搬入されたシートは滑りローラ804により先
端が可動式のシート位置決め部材805に接するまで搬送される。サドル入口ローラ対801と
滑りローラ804はモータＭ１により駆動される。また、収納ガイド803の途中位置には、収
納ガイド803を挟んで対向配置されたステイプラ820が設けられている。ステイプラ820は
、ステイプル針を突き出すドライバー820ａと、突き出された針を折り曲げるアンビル820
ｂとに分割されている。なお、前記のシート位置決め部材805は、シート搬入時において
、シート搬送方向中央部が、このステイプラ820の綴じ位置になる位置で停止する。シー
ト位置決め部材805は、モータＭ２の駆動を受けて移動自在であり、シートサイズに応じ
て位置を変える。
【００３３】
　ステイプラ820の下流側には、折りローラ対810（810ａ，810ｂ）が設けられており、折
りローラ対810の対向位置には、突き出し部材830が設けられている。この突き出し部材83
0は、収納ガイド803から退避した位置をホームポジションとしていて、モータＭ３の駆動
により収納されたシート束に向けて突き出すことにより、シート束を折りローラ対810の
ニップに押し込みながら折り畳むものである。突き出し部材830はその後、再びホームポ
ジションに戻る。なお、折りローラ対810間には、束に折り目付けをするのに充分な圧Ｆ
１が不図示のバネにより掛けられている。折り目付けされたシート束は、折りシート束の
折目を先頭にして排出する排出手段となる第１折搬送ローラ対811（811ａ，811ｂ）、第
２折搬送ローラ対812（812ａ，812ｂ）を介して、折り束トレイ840に排出される。なお、
第１折搬送ローラ対811、及び第２折搬送ローラ対812にも、折り目付けされた束を搬送、
停止させるのに充分な圧Ｆ２、Ｆ３が掛けられている。
【００３４】
　折りローラ対810、第１折搬送ローラ対811、第２折搬送ローラ対812は、同一のモータ
Ｍ４（図2）により等速回転する。
【００３５】
　また、ステイプラ820で綴じられたシート束を折り畳む場合は、ステイプル処理終了後
に、シート束のステイプル位置が折りローラ対810のニップ位置にくるように、シート位
置決め部材805を、ステイプル処理時の場所から所定距離降下させる。これによりステイ
プル処理を施した位置を中心にしてシート束を折り畳むことができる。
【００３６】
　また、図２において、815は折りローラ対810ａ，810ｂの外周面の外側をまわり込みな
がら収納ガイド803に突き出した面を持ち、収納ガイド803に収納されたシートを整合する
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整合板対である。この整合板対815は、モータＭ５の駆動を受けて、シートに対し、挟み
込み方向に移動することによって、シートの幅方向の位置決めを行う。
【００３７】
　そして、前記第２折搬送ローラ対812の下流側には、折り束トレイ840と空間的に重なっ
て折目処理手段となるプレスユニット860が設けられている。このプレスユニット860は、
折り部材となるプレスローラ対861を支持したプレスホルダ862を有し、プレスローラ対86
1が折目をニップした状態で、プレスホルダ862を折目に沿って移動させることで、折目を
強化するように折目処理するものである。
【００３８】
　（プレスユニット）
　次に、プレスユニット860について図３及び図４を参照して説明する。図３は折目プレ
スユニットの斜視図であり、図４はプレスユニットの内部説明図である。
【００３９】
　プレスユニット860は、図３に示すように、主要部を組み込んだベース板金863と２本の
スライドシャフト864，865を有し、前後側板に固定されている。２本のスライドシャフト
864，865は、シート束の排出方向と直交するシート幅方向に延びて並設されていて、それ
ぞれプレスホルダ862に固定されたスライド軸受874，875に貫通してプレスホルダ862を支
持している。
【００４０】
　前記プレスホルダ862にはプレスローラ対861が回動可能に取り付けられ、このプレスロ
ーラ対861に対するシートガイド871が取り付けられている。
【００４１】
　また、図４に示すように、プレスアーム873ａ，873ｂはフレーム839に固定された揺動
軸874ａ，874ｂに、軸受を介して揺動可能に支持されている。プレスアーム873ａ，873ｂ
の一端部とフレーム839には、引張バネ875ａ，875ｂが掛けられていて、プレスローラ対8
61ａ，861ｂは互いに近づく方向の圧を有してニップしている。但し、プレスローラ対861
にシート束が挿入されると、プレスアーム873ａ，873ｂは揺動軸874ａ，874ｂを支点に回
転し、ローラ間が離間される。
【００４２】
　更に、図３に示すギア883は前記スライドシャフト864，865と平行に伸びてベース板金8
63に固定されたラックギア851と噛合っている。そして、モータＭ６が回転すると、タイ
ミングベルト868の移動に伴い、プレスホルダ862はスライドシャフト864，865に支持され
ながら移動する。この移動時には、プレスホルダ862のギア883はラックギア851と噛合い
ながら回転する。このため、前記ギア883と図示しないギア列で連結したプレスローラ対8
61ａ，861ｂにも駆動が伝達される。なお、プレスホルダ862の移動速度と、２つのプレス
ローラ対861ａ，861ｂの周速度は等速になるように、前記各ギア列は設定されている。
【００４３】
　折りローラ対810ａ，810ｂで折られた折りシート束は、プレスローラ対861にて折目を
強化する折目強化処理される際には、処理されるサイズに関わらず、折りシート束は、２
つ以上のローラ対で保持される。このように保持することにより、折目強化処理される折
りシート束がプレスローラ対861の移動によってずれてしまうことはない。なお、折目強
化処理する際の折りシート束の先端停止位置（プレス先端位置）は、サイズに関わらずプ
レスローラ対861との相対関係が一定になるように、図２に示す搬送ガイド814に設けられ
たセンサ884を利用して制御されている。
【００４４】
　一方、折目強化処理する際の後端位置（プレス後端位置）は、後端が収納ガイド803等
で規制され、後端が開いてしまわないように、各部の配置が決定されている。更に、プレ
ス後端位置は前記収納ガイド803の領域外となるように、各部の配置が決定されている。
従って、プレスローラ対861で折目強化処理されている間も、後続シート束を形成するシ
ートの収納ガイド803への収納、整合動作を可能にしている。これは装置の生産性向上に
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寄与するものである。
【００４５】
　また、図２に示すシート束搬送ガイド813，814は、プレスホルダ862を含めて、収納ガ
イド803と後端ガイドの間に収まるように配置されている。これは、上述した折り束トレ
イ840とプレスユニット860の空間的重ね配置とともに、装置搬送方向の大きさを小さくす
る効果がある。
【００４６】
　（折り束トレイ）
　次にシート束を折り処理した折りシート束を積載する積載手段である折り束トレイ840
の構成について、図２を用いて説明する。折り束トレイ840は、シート束の排出方向に連
続して第１積載面841、第２積載面842、第３積載面843が順に設けられていて、第２折搬
送ローラ対812から排出される折りシート束を積載する。
【００４７】
　第１積載面841は、プレスユニット860の下方にあって、プレスユニット860と鉛直方向
の空間が一部重なっており、搬送方向の下流側が下方に傾斜している。この傾斜角は、前
述した第２折搬送ローラ対812による折りシート束の排出角度と略等しくなるように構成
され、傾斜の頂点は、プレスユニット860の動作に干渉しない高さまで極力上げられてい
る。
【００４８】
　第１積載面841及び第２積載面842には、排出された折りシート束をシート束排出方向下
流側または上流側に移送するための移送手段となるコンベアベルト844，845が設けられて
いて、両ベルト844，845の一方端を屈曲部付近の駆動プーリ846に掛けられている。他方
端は、第１コンベアベルト844はアイドラプーリ847に、第２コンベアベルト845はアイド
ラプーリ848に、積載面と平行になるように掛けられている。そして駆動プーリ846の軸に
連結されたコンベアモータＭ７の駆動を受けて、それぞれのコンベアベルト844，845が同
一の方向に正逆回転する。
【００４９】
　また、第１積載面841には、プレスユニット860の動作領域の直下に積載されたシート束
を検出可能な束検知センサ849が設けられており、検出信号に基づき排出された折りシー
ト束の積載位置が制御される。
【００５０】
　第３積載面843は、第２積載面842に対して段差を持って平行であり、伸縮することで第
２積載面の下部から延出し、また収納可能となっている。そして、第３積載面843を第２
積載面842の下部に収納した場合には（破線位置）、その位置に床面からアイドラプーリ8
48までの高さの収納ボックス850（破線図）を置くことで、束の積載量を増やすことがで
きる。
【００５１】
　（制御部）
　図５は、複写装置1000のブロック図である。ＣＰＵ回路部150は、プリンタ部300に設け
られ、ＣＰＵ（不図示）を有する。そして、ＲＯＭ151に格納された制御プログラム及び
操作部１の設定に従い、原稿給送制御部101、イメージリーダ制御部201、画像信号制御部
202、プリンタ制御部301、折り処理制御部401、フィニッシャ制御部501、外部Ｉ／Ｆ203
を制御する。操作部１は、プリンタ部300に設けられ、画像形成に関する各種機能を設定
するための複数のキー、設定状態を表示するための表示部等を有する。ここで、ユーザに
よる各キーの操作に対応するキー信号をＣＰＵ回路部150に出力すると共に、ＣＰＵ回路
部150からの信号に基づき対応する情報を表示部に表示する。また、ユーザは、操作部１
からシートの種類を入力することが可能である。
【００５２】
　ＲＡＭ152は、制御データを一時的に保持するための領域や、制御に伴う演算の作業領
域として用いられる。外部Ｉ／Ｆ203は、複写装置1000と外部のコンピュータ204とのイン
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タフェースであり、コンピュータ204からのプリントデータをビットマップ画像に展開し
、画像データとして画像信号制御部202へ出力する。また、イメージリーダ制御部201から
画像信号制御部202へは、イメージセンサ（不図示）で読み取った原稿の画像が出力され
る。プリンタ制御部301は、画像信号制御部202からの画像データを露光制御部（不図示）
へ出力する。
【００５３】
　フィニッシャ制御部501は、フィニッシャ500に設けられ、ＣＰＵ回路部150と通信によ
るやり取りを行いながら、シート処理全般の制御を司る。フィニッシャ制御部501をＣＰ
Ｕ回路部150と一体的にプリンタ部300に設け、プリンタ部300から直接制御するようにし
てもよい。
【００５４】
　（製本排出動作）
　次に上記構成に基づき、本実施形態における中綴じ製本排出について、シートの流れと
ともに各部の動作を説明する。
【００５５】
　ユーザにより、中綴じ製本モードが設定されると、適宜面付けされて画像形成されたシ
ートが順次、プリンタ部300の排出ローラ118から排出される。
【００５６】
　シートは、折り処理部400を通過し、入口ローラ対に受け渡された後、搬送パス520を通
過して、下排出パス522に進入する。その後のシートは、下排出パス522途中の切替フラッ
パ514によりサドル排出パス523に導かれる。
【００５７】
　図６に示すように、シートのサイズに応じたフラッパ802にガイドされながら収納ガイ
ド803に排出される。また、滑りローラ804の搬送力も受けながら、予めシートサイズに適
合した位置で停止しているシート位置決め部材805に突き当てられて、搬送方向の位置決
めがされる。
【００５８】
　続いて、シート排出時には支障のない位置で待機していた整合板対815による挟み込み
整合がなされて、シート幅方向の位置決めも行われる。以上のシート収容、整合動作が、
シートが排出されるごとに行われる。
【００５９】
　シート束としての最終シートの整合が終了すると、ステイプラ820がシート束の搬送方
向中央部を針綴じする。針綴じされたシート束Ｐ１は、図７に示すように、シート位置決
め部材805の移動に伴って、下方（矢印Ｄ方向）に移動する。シート位置決め部材805は、
シート束の中央部、すなわち針綴じ部が、折りローラ対810のニップに相当する位置で停
止する。次に、待機位置にいた突き出し部材830が折りローラ対810のニップへと動き出し
（矢印Ｅ方向）、図８に示すように、シート束Ｐ１はその中央部が折りローラ対810を押
し広げながら移動して、ローラのニップに挿入されて折り畳まれる。このとき、折りロー
ラ対810は第１折搬送ローラ対811、第２折搬送ローラ対812とともに、モータＭ４の駆動
を受けて矢印方向に回転しており、折りシート束Ｐ１は折目を先頭にして搬送ガイド813
，814内を搬送していく。
【００６０】
　そして、図９に示すように、折目がプレスローラ対861にニップさせる位置まで搬送さ
れると、モータＭ４により停止する。停止位置制御は、折りシート束Ｐ１の先端をセンサ
884が検出することによりなされる。このとき上述したように、折りシート束Ｐ１は搬送
方向中心を挟んで、先端部を第２折搬送ローラ対812で、後端側を第１折搬送ローラ対811
、及び折りシート束Ｐ１のサイズ（搬送方向の長さ）によっては、折りローラ対810で確
実に保持される。なお、前記突き出し部材830は、突き出しが終了すると、再び退避位置
へ移動する。
【００６１】
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　折目強化処理をする場合には、図10に示すように、折りシート束Ｐ１の搬送に先立ち、
プレスホルダ862は、折りシート束Ｐ１のサイズ（幅方向）に応じた待機位置（奥側）に
て待機している。そして、折りシート束Ｐ１の停止が完了して、折りシート束Ｐ１の折目
がシートガイド871（鎖線）に挿入されるとモータＭ６の駆動を受け、プレスローラ対861
を回転しながら、手前側（矢印Ｆ方向）への移動を開始する。
【００６２】
　その後、プレスローラ対861は停止保持されている折りシート束Ｐ１の折目付近の側面
に当接するが、プレスプーラ861対自体が両側駆動で回転しているため、図11に示すよう
に、スムーズに側面を駆け上って折目をニップすることができる。この効果は、折りシー
ト束の厚みが増えても変わることはなく、プレスホルダ862の移動に同期して、応答遅れ
なしでシート束をプレスローラ対861にニップできるため、折りシート束Ｐ１に対してシ
ワや破れ、ローラ跡等のダメージを与えない。
【００６３】
　プレスローラ対862が移動完了後、プレスユニット860はホームポジションに移動して、
折りシート束Ｐ１の搬送方向の経路を開放する。
【００６４】
　続いて、図13に示すように、モータＭ４により停止していた折りシート束Ｐ１は再び搬
送が開始され、第２折搬送ローラ対812によって排出される。このとき、排出過程の折り
シート束Ｐ１の先端は、自重により垂れながら移送されるが、第１積載面841までの落下
量が短く、かつ第２折搬送ローラ対812によるシート束の排出角度と略等しい角度に設定
された第１積載面841によりスムーズに受け渡される。従って、剛度の低い薄紙の場合で
も、シート束先端が第１積載面841に着地することで座屈や丸まり等の不具合を伴わずに
安定した束排出動作が行われる。
【００６５】
　（折り束トレイに既排出された折りシート束の移送動作）
　次に前記シート束が排されるときに既に折り束トレイ840に排出積載されている折りシ
ート束の動作制御について説明する。
【００６６】
　図14に示すように、コンベアベルト844，845は、コンベアモータＭ７によって所定のタ
イミングで搬送方向の回転が開始され、折り束トレイ840に排出された折りシート束Ｐ１
を移送する。そして折りシート束Ｐ１の後端を束検知センサ849が検出するとコンベアモ
ータＭ７は停止する（第１積載位置）。上述したように束検知センサ849は、プレスユニ
ット860の動作領域の直下に配設されているため、停止した折りシート束Ｐ１の後端もプ
レスユニット860の動作領域外である。
【００６７】
　こうした間にも、次の折りシート束Ｐ２に対する排出、整合動作は継続されていて、次
の折りシート束Ｐ２も同様にプレスユニット860による折目強化処理がなされる。このと
き、前記第１積載位置にある折りシート束Ｐ１の排出方向上流側端部は、プレスユニット
860のプレスホルダ862の動作領域よりも排出方向下流側に位置している。このため、排出
された折りシート束Ｐ１がプレスユニット860による折目強化処理の支障となることはな
い。このように、折りシート束の排出とコンベアベルトの排出方向下流側への回転を同期
させて行うのは、排出された折りシート束の排出方向上流側端部をプレスユニットの動作
領域外、及び収納ガイド803の領域外に確実に移動させるためである。また、このような
構成により排出される折りシート束の積載手段上での姿勢を乱すことが少なくなるため、
プレスユニットを備えず、折目強化処理の機能を持たない折り装置においても有効である
。
【００６８】
　そして、図15に示すように、次の折りシート束Ｐ２の折目強化処理が終了して折目プレ
スユニット860がホームポジションに移行して折目強化処理が終了した後、コンベアベル
ト844，845はコンベアモータＭ７の駆動を受けて、シート束の搬送方向と逆側に回転する
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。そして、第１積載位置にある折りシート束Ｐ１を、それよりも上流側であって第２折り
搬送ローラ対812に近づいた位置（第２積載位置）までの戻し量Ｌ移送させる。
【００６９】
　このときの戻し量Ｌは、第２積載位置にある折りシート束Ｐ１の後端が第２折搬送ロー
ラ対812によって排出される次の折りシート束Ｐ２が自重によって垂れ下がって排出され
るときの先端位置よりもシート排出方向上流側に位置するように設定する。
【００７０】
　上記折りシート束の自重による垂れ下がりの程度は、シートの剛性、厚さ、サイズ等の
シートの種類によって異なる。そこで、折りシート束のシート種類を判別するシート種類
判別手段（ＣＰＵ回路部150）からのシート情報に応じて前記戻し量Ｌを設定するように
構成されている。
【００７１】
　前記シート種類判別手段として、本実施形態では入力手段であるプリンタ部300に備え
られた操作部１（図5）からユーザが入力したシート情報、あるいは外部のコンピュータ2
04（図5）からのシート情報に応じて前記戻し量Ｌを設定するように構成している。なお
、シート種類判別手段としては、ユーザが入力した情報を用いる方法以外にもよい。例え
ば、シートサイズを検知するセンサ、シートの坪量（厚さ）を検知するセンサ等の検知手
段からのシート情報によりシートの種類を自動判別するように構成し、その情報に応じて
前記戻し量Ｌを設定するように構成してもよい。
【００７２】
　その後、折りシート束Ｐ２は図16に示すように、モータＭ４により第２折搬送ローラ対
812から排出される。このとき折りシート束Ｐ２の先端は自重で垂れるが、第２積載位置
の折りシート束Ｐ１の後端はその軌跡の内側（シート排出方向上流側）となるように戻し
量Ｌを決定しているため、折りシート束Ｐ２は折りシート束Ｐ１上を滑りながら移動して
いく。
【００７３】
　このように、既積載の折りシート束Ｐ１の後端を次に排出される折りシート束Ｐ２の排
出位置より上流である第２積載位置に移送して、次のシート束Ｐ２の排出動作を行う。既
積載折りシート束Ｐ１の第２積載位置への戻し量Ｌは、既積載折りシート束Ｐ１の後端が
次に排出される折りシート束Ｐ２の先端よりもシート排出方向上流側となるよう、後続シ
ート束Ｐ２のシートの種類によって決定される。これにより、引っかかり等の不具合を伴
わずに、排出される折りシート束Ｐ２は、その折目が第２積載位置にある折りシート束Ｐ
１の排出方向上流側端部側に重なって積載された、いわゆる瓦積み状で安定した排出及び
積載動作が行われる。
【００７４】
　折りシート束Ｐ２の排出途中でコンベアベルト844，845が搬送方向に起動される。そし
て、図17に示すように、排出された折りシート束Ｐ２の後端を束検知センサ849が検出す
ると、今度は折りシート束Ｐ２が第１積載位置で停止される。これにより、プレスユニッ
ト860は支障なく動作できる。
【００７５】
　上記動作が最終束まで繰り返されて、折り束トレイ840上には、所望の部数の折りシー
ト束Ｐが瓦状に整然と積載される。
【００７６】
　また、本実施形態の第２積載面842はシート排出方向下流側が上流側よりも鉛直方向上
方となる傾斜面となるように構成されている。このため、折り束トレイ840へのシート束
の積載部数が増えると、最初に排出された折りシート束Ｐ１は排出方向下流側の傾斜した
第２積載面842の傾斜を駆け上がるように移送される。折りシート束Ｐの折目は先頭とな
って搬送されるため、前記傾斜面を移送時には束後端は開きにくく、安定した束移送を可
能にする。その後、さらに積載部数が増えると折りシート束は段差のある第３積載面843
へと移載される。
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【００７７】
　折りシート束を折り束トレイ840上に順次積載していく際、瓦積み状に整然と積載する
ため、コンベアベルト844，845は前述のように正転、逆転を繰り返し、折りシート束を搬
送していく。そして、折りシート束が第２積載面842を通過し、第３積載面843へと移載さ
れる際の段差部を通過しても瓦積み状の積載状態を保つよう前記戻し量Ｌは決定されてい
る。
【００７８】
　具体的には、シートサイズの大きな折りシート束の場合は、戻し量Ｌの値は一定である
。この場合は、最初に排出された折りシート束Ｐ１が第３積載面843に積載された後、こ
れと重なった次の折りシート束Ｐ２を戻し量Ｌだけ戻しても、両折りシート束Ｐ１、Ｐ２
の瓦積み状態は崩れない。
【００７９】
　一方、シートサイズの小さな折シート束の場合、最初に排出されたシート束Ｐ１が第３
積載面843に積載された後、これと重なった次のシート束Ｐ２を戻し量Ｌ戻すとシート束
のコシ、重なり状態によっては瓦積み状態が崩れてしまう。
【００８０】
　そこで、上記のように小サイズのシート束を連続して排出する場合は、最初は戻し量Ｌ
戻すように動作させるが、最初に排出されたシート束Ｐ１が第３積載面843に積載された
後は、戻し量Ｌよりも小さいＬ′（Ｌ＞Ｌ′）に変更して動作するように構成する。なお
、前記戻し量Ｌ′は最初に排出されたシート束Ｐ１が第３積載面843に積載された後、こ
れと重なった次のシート束Ｐ２を戻し量Ｌ′だけ戻しても、両シート束Ｐ１、Ｐ２の瓦積
み状態が崩れない量であり、排出方向のシートサイズに応じて設定される。また、戻し量
（移送量）ＬからＬ′への変更タイミングは最初に排出されたシート束Ｐ１が第３積載面
843に積載されたタイミングであり、これも搬送方向のシートサイズに応じて設定される
。
【００８１】
　このように途中で戻し量を変更することで、小さいサイズのシート束であっても第３積
載面843へ整然と積載することができる。
【００８２】
　しかし、コート紙等の剛度の低い折りシート束の場合、垂れ下がり度合いが大きく、排
出される折りシート束の折り束トレイ840に対する着地位置が、通常のシートに対し、よ
り上流側になる。このため、通常のシートに対する設定では、排出される折りシート束先
端が既積載折りシート束上に重ならなくなる可能性がある。
【００８３】
　そこで、操作部からの入力により得たシートの種類に関する情報に基づいて、剛度の低
いシートが選択された場合には、例え搬送方向のシートサイズが小さい場合でも、前記戻
し量Ｌは積載途中から変更しないように設定する。この場合、第３積載面843に積載され
た既積載折りシート束は剛度が低いため、瓦積み状積載が崩れても、既積載折りシート束
の開放端が大きく開き、既積載折りシート束に、後続の折りシート束が入り込んで、積載
状態を乱すことはない。
【００８４】
　上記の一連の動作の流れをフローチャートとして、図18に示す。なお、図18においては
、小サイズシート束を排出するとき、５部目から戻し量をＬからＬ′へ変更する例を示し
ている。
【００８５】
　本実施形態にあっては、積載手段に積載された折りシート束の後端位置が、後続の折り
シート束を形成するシートの種類に応じて決定されるために、後続の折りシート束の先端
が垂れながら排出される場合であっても、スムーズな積載動作が可能となる。
【００８６】
　また、本実施形態にあっては、前述したように、積載手段に積載された折りシート束は
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、処理手段が折目強化処理をする際には支障の無い第１積載位置にあるため、十分に折目
を強化して、高品位な折りシート束を作製することができる。
【００８７】
　また、折りシート束を排出する際には、場合により垂れながら排出される折りシート束
の先端を、シートの種類に合わせて最適な位置で既積載束後端が待つことができるため、
シートの剛度に関わらずスムーズな積載動作が可能となる。
【００８８】
　また、シートの種類により既積載束後端位置を可変とすることで剛度の高いシートでは
既積載束の戻し量を少なくし、生産性への影響を最小限とし、剛度の小さいシートの場合
でも積載性を維持することができる。
【００８９】
　こうして積載された折りシート束は、瓦積み状態を保ちながら順次積載できるため、ユ
ーザへの取り出し性も向上する。
【００９０】
　なお、本実施形態にあっては、シート束の搬送方向中央部から二つ折りにした折りシー
ト束を例として説明したが、後端側に開放端を有する折りシート、例えばZ折りされたシ
ートに対しても本発明は有効である。
【００９１】
　また、プレスユニットを備えない折り装置においても同様の効果が得られることは言う
までもない。
【図面の簡単な説明】
【００９２】
【図１】画像形成装置の模式断面説明図である。
【図２】シート処理装置の縦断正面図である。
【図３】プレスユニットの斜視図である。
【図４】プレスホルダの要部断面説明図である。
【図５】制御に係るブロック図である。
【図６】シート処理装置のシート整合動作の説明図である。
【図７】シート処理装置のシート整合動作の説明図である。
【図８】シート処理装置の２つ折り処理動作の説明図である。
【図９】シート処理装置の２つ折り処理動作の説明図である。
【図１０】シート処理装置の折目強化処理動作の説明図である。
【図１１】シート処理装置の折目強化処理動作の説明図である。
【図１２】シート処理装置の折目強化処理動作の説明図である。
【図１３】シート処理装置の排出動作の説明図である。
【図１４】シート処理装置の排出動作の説明図である。
【図１５】シート処理装置の排出動作の説明図である。
【図１６】シート処理装置の排出動作の説明図である。
【図１７】シート処理装置の排出動作の説明図である。
【図１８】シート処理動作の手順を示すフローチャートである。
【図１９】従来のシート処理動作の説明図である。
【図２０】従来のシート処理動作の説明図である。
【符号の説明】
【００９３】
　Ｐ１，Ｐ２ …折りシート束
　118　 …排出ローラ
　300　 …プリンタ部
　514　 …切替フラッパ
　520　 …搬送パス
　522　 …下排出パス
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　523　 …サドル排出パス
　802　 …フラッパ
　803　 …収納ガイド
　804　 …滑りローラ
　805　 …シート位置決め部材
　810ａ，810ｂ …折りローラ対
　812　 …第２折搬送ローラ対
　815　 …整合板対
　820　 …ステイプラ
　830　 …突き出し部材
　839　 …フレーム
　840　 …折り束トレイ
　841　 …第１積載面
　842　 …第２積載面
　843　 …第３積載面
　844，845 …コンベアベルト
　846　 …駆動プーリ
　847　 …アイドラプーリ
　848　 …アイドラプーリ
　849　 …束検知センサ
　850　 …収納ボックス
　851　 …ラックギア
　860　 …プレスユニット
　861　 …プレスローラ対
　862　 …プレスホルダ
　863　 …ベース板金
　864，865 …スライドシャフト
　871　 …シートガイド
　873ａ，873ｂ …プレスアーム
　874，875 …スライド軸受
　874ａ，874ｂ …揺動軸
　875ａ，875ｂ …引張バネ
　883　 …ギア
　884　 …センサ
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